
　　　　　　　　　

テーマ名：子供の主体性に寄り添い、様々な活動へ 園名：たいとうこども園

背景 相撲部屋に行ったことから相撲に興味関心を持ち、取り組みの楽しさ勝つための技に興味を示していった。

2024年度実施内容のまとめ

2024年

度

振返り

・子供が主体的に活動に参加し、様々な活動に派生していくように、保育
教諭等は子供の考えを具現化できるように環境を整えて行くようにしてい
く。
・園内に相撲という文化が広がってきている。次年度も相撲から様々な活
動に広がっていくよう環境を整えていく。

次年度

に

向けて

子どもたちの興味

①
相撲部屋に行って見学を行うことでどんなスポーツなのか興味を持つ。

実際の取り組みにも興味関心を持つ。

③
相撲に興味関心が芽生え、四股を踏んでみたり、勝つために技の追及をし始め

る。

➄
実際に技を使って子ども同士で相撲交流大会を行う。

掲示していた絵から自分たちの手で技表を作りたいと思うようになる。

環境づくり

②
相撲に興味が持てるように相撲に関する絵本などを用意する。

テレビで試合を子供と一緒に見れるようにする。

➃
相撲に勝つための技が覚えられるように活動に取り入れたり、室内に技の絵を

掲示する。

⑥ 造形活動に取り入れた。卒園製作に繋がった。

・相撲に興味関心を持った際に、自由遊びの時間に四股を踏んだり技表を
友達と一緒に見たりしながら、主体的に勝つためにどうしたらよいかを子供
一人一人が考えて行動をしていた。
・きっかけ1つで相撲という活動から様々な活動へと広がっていった。

実施①

相撲大会をしたよ！

覚えた技を描いてみたよ！

相撲部屋を見たよ！

実際の相撲を見てみよう！

技の練習をしたよ！

練習した技で取り組みをしたよ！

実施② 実施③



・相撲はどんな競技なのだろう？

・力士がぶつかった時の音が凄い。

・苦しそうだけど何回もぶつかっていってる。

・取り組みも見てみたい。

・自分たちもやってみたい。

・子供がどの様な事に興味を持つか予想し、力士だけで
なく決まり手等にも興味を示すように言葉がけをしていく。

・帰園後に相撲の体験ができるように土俵マットを用意し
ておく。
・テレビで中継していることを子供に伝え、興味のある子
は相撲の取り組みがどの様なものなのか見られるように
環境を整える。
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力士の迫力に興奮する子と怖がってしまう子がいた。また、実際の取り組み体験ではどの様なこ
とが危ないか（禁じ手）になるかを自ら考える姿があった。

子どもたちの興味 環境づくり

担当者の気づきポイント



・覚えた技を保育教諭等と一緒に練習したい。
・どうしたら相撲で勝てるのか。 ・四股を踏む意味を調べ、子供に分かりやすいように説

明を行う。

・禁じ手の説明を行い、子供同士で取り組む際に危険な
技がないか、危険な行為がないかを確認して行く。

・相撲の技でどの様なものがあるのかを見本を見せる。
また、その中で子供でも練習すればできるものを選んで
おく。

・技表を室内に掲示しておき、子供が興味を持った時に
確認できるようにしていく。
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・子供の発信で取り組みの際に、どうやったら保育教諭等に勝てるかを考え、 2対1にしたり、足抜
きを考えたりして真剣に取り組んでいた。

子どもたちの興味 環境づくり

担当者の気づきポイント



・練習でできるようになったことを、実際に子ども同士で取り組みを行ってみたい。

・勝った喜びや負けた悔しさを表に出さない気持ちを意識してお互いに称え合う。

・技表を掲示していたことにより、様々な技に興味関心を持つ。

・技表を見ていく中で、自由遊びの中で自分だけの技表を作って遊ぶ。
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・勝つためにどの様に立ち回ると良いか、勝つためにどの様な技を覚えたらよいかを考え、相談を
していた。

子どもたちの興味

担当者の気づきポイント



・練習で自信を持てるように声をかけていく。
・姉妹園と試合をする事を伝え、気持ちが高まるようにし、技の練習を引き続き行えるようにしていく。
・お互いに勝ちたい気持ちで取り組みを行っている事を伝え、称える気持ちが大切なことを伝えていく。
・相撲の技表に興味関心を示していたので、クラスで大きな技表を作ることを活動に取り入れた。それが卒園制作に
なった。

テーマ名：子供の主体性に寄り添い、様々な活動へ 園名：たいとうこども園

・勝つためにどの様に立ち回ると良いか、勝つためにどの様な技を覚えたらよいかを考え、相談を
していた。

環境づくり

担当者の気づきポイント
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・1つの活動で終らずに、活動が発展するように室内の環境を整えた。
・子供の考えやアイデアを形になるように職員間での話合いを行った。
・保育教諭等が子供に感じてもらいたい物や、興味を持ってもらいたい物をどのようにしたら子供
から興味関心を引き出せるのかを 1つの方法だけでなく様々な角度（コーナーの設置、絵本の設
置、壁面のイラスト、主活動等）から提供していくことで、無理やりではなく子供が主体的に興味を
持てるようにしていくこと、また子供の考えを否定せずに具現化していくためにはどのようにしてい
けばよいのかを職員間で話し合っていくことが重要だと感じました。

まとめ


